
大阪府内における令和３年の飲食店における休業4日以上の死傷災害は、362件発生しており前年に

比べ57件減少しました。

飲食店については、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、長期間の営業自粛が数度に渡って要請さ

れたほか、生活スタイルの変化に伴うフードデリバリー需要が急激に増大したこと等により、取り巻

く環境が大きく変化し、その影響による労働災害の増加がみられることから、下記に示す労働災害上

のポイントを確認し、労働災害を防止しましょう。

交通事故（道路）による災害について

転倒による災害について

・過密な配達スケジュールによる速度違反等危険運転による事故を防止するため、適切な配

達スケジュールを設定しましょう。

・交通事故が発生しやすい場所を表示したハザードマップを作成し、ドライバーに周知しま

しょう。

・ドライバーの方は、安全確認の徹底、法定速度の遵守、危険の予測など安全な運転を心掛

ましょう。

・4Ｓ（整理・整頓・清潔清掃）を行いましょう（通路に置かれた荷物をしまうなど）。

・水、油等によって床が濡れた場合には、速やかに床をふき取るなど滑りやすい箇所を速

やかに除去しましょう。

今日も一日ご安全に

R４.9

切れ・こすれによる災害について

・刃物を取り扱っている際には細心の注意を払い、特に、作業中のよそ見等作業中には刃

物から目線を外さないようにしましょう。

・割れた食器を片付ける際には、素手で触らず、ほうき及びちりとりを使用しましょう。

・スライサーからの異物の除去及び清掃時には、機械の電源を止めた上で作業を行いま

しょう。

・フライヤーを使用する際には、長靴、長エプロン、耐熱手袋等を着用しましょう。

・熱湯を入れた寸胴等の容器を運搬する際には、通りやすい経路を確保しましょう。

高温・低温物との接触について

新型コロナウイルス感染症対策について

・「新型コロナウイルス感染症対策の基本的処置方針」関係団体が作成した外食業に係る

業種別ガイドラインを遵守しましょう。

・「飲食の場における新型コロナウイルス感染症対策宣言 ～取組の５つのポイント～」

を踏まえて、対面防止、定期的な換気、仕切り、飲食時以外のマスクの徹底、消毒液の

設置等の感染防止の基本的な対策を徹底しましょう。

労働災害を防止するため、大阪労働局 安全課が
作成したリーフレットです。作業者の方が見える場
所に掲示をお願いします。



検 索STOP！ 転倒

厚生労働省では、転倒災害を撲滅するため

「STOP！転倒災害プロジェクト」を推進しています！

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501.html

チェック項目

１ 通路、階段、出口に物を放置していませんか

２ 床の水たまりや氷、油、粉類などは放置せず、その都度取り除いていますか

３ 安全に移動できるように十分な明るさ（照度）が確保されていますか

４ 転倒を予防するための教育を行っていますか

５
作業靴は、作業現場に合った耐滑性があり、かつちょうど良いサイズのもの
を選んでいますか

６
ヒヤリハット情報を活用して転倒しやすい場所の危険マップを作成し、周知
していますか

７ 段差のある箇所や滑りやすい場所などに注意を促す標識をつけていますか

８
ポケットに手を入れながら、人と話しながら、携帯電話を使いながら歩いて
いませんか

９ ストレッチ体操や転倒予防のための運動を取り入れていますか

転倒災害防止のためのチェックシート

☑


